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第
十
一
条
の
三
第
二
項
第
二
号
中
「
前
号
に
」
を
「
前
三
号
に
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
前
号
イ
及
び
ニ
」
を
「
第

一
号
イ
及
び
ニ
並
び
に
前
号
ロ
」
に
改
め
、
同
号
ロ
を
削
り
、
同
号
ハ
を
同
号
ロ
と
し
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、

同
項
第
一
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

二

学
校
教
育
法
第
百
二
十
四
条
に
規
定
す
る
専
修
学
校
の
同
法
第
百
二
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
専
門
課
程
及

び
同
法
第
百
二
十
五
条
の
二
第
一
項
（
専
攻
科
）
に
規
定
す
る
専
攻
科
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
専
攻
科
」
と

い
う
。）の
課
程

次
に
掲
げ
る
事
項
（
専
攻
科
の
課
程
に
あ
つ
て
は
、
ロ
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。）

イ

前
号
イ
、
ロ
及
び
ニ
に
掲
げ
る
事
項

ロ

そ
の
修
業
期
間
を
通
ず
る
単
位
数
を
そ
の
修
業
期
間
の
年
数
に
相
当
す
る
数
で
除
し
て
計
算
し
た
単
位
数
が

三
十
一
単
位
以
上
で
あ
る
こ
と
（
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
事
項
）。

夜
間
そ
の
他
特
別
な
時
間
に
お
い
て
授
業
を
行
う
場
合

そ
の
修
業
期
間
を
通
ず
る
単
位
数
を
そ
の
修
業

期
間
の
年
数
に
相
当
す
る
数
で
除
し
て
計
算
し
た
単
位
数
が
十
七
単
位
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
修
業
期

間
を
通
ず
る
単
位
数
が
三
十
一
単
位
以
上
で
あ
る
こ
と
。

通
信
に
よ
る
教
育
を
行
う
場
合

次
に
掲
げ
る
事
項

⒤

そ
の
修
業
期
間
を
通
ず
る
対
面
に
よ
り
行
う
授
業
の
授
業
時
間
数
を
そ
の
修
業
期
間
の
年
数
に
相
当
す

る
数
で
除
し
て
計
算
し
た
授
業
時
間
数
が
百
二
十
時
間
以
上
で
あ
る
こ
と
。

に
定
め
る
事
項

三

学
校
教
育
法
第
百
二
十
四
条
に
規
定
す
る
専
修
学
校
の
同
法
第
百
二
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
般
課
程

次
に
掲
げ
る
事
項

イ

第
一
号
イ
及
び
ニ
に
掲
げ
る
事
項

ロ

そ
の
修
業
期
間
（
普
通
科
、
専
攻
科
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
区
別
さ
れ
た
課
程
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
修

業
期
間
が
一
年
以
上
で
あ
つ
て
一
の
課
程
に
他
の
課
程
が
継
続
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
課
程
の
修
業
期
間

を
通
算
し
た
期
間
）
が
二
年
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ハ

そ
の
一
年
の
授
業
時
間
数
（
普
通
科
、
専
攻
科
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
区
別
さ
れ
た
課
程
が
あ
る
場
合
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
程
の
授
業
時
間
数
）
が
六
百
八
十
時
間
以
上
で
あ
る
こ
と
（
通
信
に
よ
る
教
育
を
行
う
場

合
に
は
、
第
一
号
ハ

に
定
め
る
事
項
）。

第
二
十
条
の
二
第
一
号
中
「
第
四
号
」
を
「
第
五
号
及
び
第
六
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
及
び
第
四
号
」
を

「
並
び
に
次
号
、
第
五
号
及
び
第
六
号
」
に
改
め
、
同
号
ト
中
「
以
上
」
の
下
に
「
六
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
」
を

加
え
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

チ

そ
の
通
勤
の
距
離
が
片
道
六
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
七
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
場
合

一
月
当

た
り
四
万
五
千
七
百
円

リ

そ
の
通
勤
の
距
離
が
片
道
七
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
八
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
場
合

一
月
当

た
り
五
万
二
千
七
百
円

ヌ

そ
の
通
勤
の
距
離
が
片
道
八
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
九
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
場
合

一
月
当

た
り
五
万
九
千
六
百
円

ル

そ
の
通
勤
の
距
離
が
片
道
九
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
場
合

一
月
当
た
り
六
万
六
千
四
百
円

第
八
十
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
不
足
額
に
相
当
す
る
金
額
の
控
除
の
順
序
）

第
八
十
一
条
の
二

法
第
三
十
三
条
第
三
項
（
譲
渡
所
得
）
に
規
定
す
る
不
足
額
に
相
当
す
る
金
額
の
同
項
の
規
定
に

よ
る
控
除
は
、
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
所
得
に
係
る
残
額
、
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
所
得
に
係
る
残
額
又
は
同
項
第

二
号
に
掲
げ
る
所
得
に
係
る
残
額
か
ら
順
次
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。

第
八
十
七
条
中
「
第
四
十
八
条
の
二
第
一
項
（
暗
号
資
産
の
譲
渡
原
価
等
の
計
算
及
び
そ
の
評
価
の
方
法
）
に
規
定

す
る
暗
号
資
産
」
を
「
第
二
条
第
一
項
第
十
六
号
（
定
義
）に
規
定
す
る
暗
号
資
産
で
事
業
所
得
の
基
因
と
な
る
も
の
」

に
改
め
る
。

第
八
十
九
条
第
七
号
中
「
第
十
一
条
第
一
項
第
二
十
五
号
」
を
「
第
十
一
条
第
一
項
第
二
十
七
号
」
に
改
め
る
。

第
九
十
三
条
中
「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
等
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
」
を
「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
再
生
等
の
円
滑
化
に

関
す
る
法
律
」
に
、「
第
百
四
十
九
条
（
権
利
消
滅
期
日
に
お
け
る
権
利
の
帰
属
等
」
を
「
第
十
五
条
の
二
第
二
項
（
賃

貸
借
の
終
了
請
求
）（
同
法
第
十
五
条
の
四
第
一
項
（
配
偶
者
居
住
権
の
消
滅
請
求
）
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）、
第
百
二
十
二
条
第
二
項
（
賃
貸
借
の
終
了
請
求
）（
同
法
第
百
二
十
四
条
第
一
項（
配
偶
者
居
住
権
の
消
滅
請
求
）

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）若
し
く
は
第
百
六
十
三
条
の
十
五
第
二
項
（
賃
貸
借
の
終
了
請
求
）（
同
法
第
百
六

十
三
条
の
十
七
第
一
項
（
配
偶
者
居
住
権
の
消
滅
請
求
）
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。」に
、「
同
法
第
百
五
十
三

条
（
補
償
金
）
に
規
定
す
る
権
利
」
を
「
賃
貸
借
の
終
了
若
し
く
は
配
偶
者
居
住
権
」
に
改
め
る
。

第
百
十
九
条
の
二
第
一
項
中
「
同
項
に
」
を
「
法
第
二
条
第
一
項
第
十
六
号
（
定
義
）
に
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号

中
「
第
四
十
八
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
二
条
第
一
項
第
十
六
号
」
に
改
め
る
。

第
百
十
九
条
の
四
第
二
項
中
「
又
は
」
を
「
、
譲
渡
所
得
の
金
額
又
は
」
に
改
め
る
。

第
百
十
九
条
の
五
第
二
項
中
「
事
業
所
得
の
金
額
」
の
下
に
「
、
譲
渡
所
得
の
金
額
」
を
加
え
る
。

第
百
二
十
条
の
二
第
一
項
第
五
号
中
「
鉱
業
権
」
の
下
に
「
及
び
貯
留
権
」
を
加
え
、
同
号
ロ
中「
生
産
高
比
例
法
」

を
「
生
産
高
等
比
例
法
（
当
該
鉱
業
権
又
は
貯
留
権
の
取
得
価
額
を
こ
れ
ら
の
資
産
の
耐
用
年
数
（
こ
れ
ら
の
資
産
の

属
す
る
鉱
区
又
は
貯
留
区
域
の
採
掘
予
定
年
数
又
は
注
入
予
定
年
数
が
そ
の
耐
用
年
数
よ
り
短
い
場
合
に
は
、
当
該
鉱

区
又
は
貯
留
区
域
の
採
掘
予
定
年
数
又
は
注
入
予
定
年
数
）
の
期
間
内
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
資
産
の
属
す
る
鉱
区
又
は

貯
留
区
域
の
採
掘
予
定
数
量
又
は
注
入
予
定
数
量
で
除
し
て
計
算
し
た
一
定
単
位
当
た
り
の
金
額
に
各
年
に
お
け
る
当

該
鉱
区
又
は
貯
留
区
域
の
採
掘
数
量
又
は
注
入
数
量
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
そ
の
年
分
の
償
却
費
と
し
て
償
却
す

る
方
法
を
い
う
。
以
下
こ
の
目
及
び
第
三
目
に
お
い
て
同
じ
。）」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
の
二
第
四
号
中
「
で
あ
る
者
」
の
下
に
「
及
び
次
号
に
規
定
す
る
者
」
を
加
え
、「
ト
ま
で
」
を「
ル
ま
で
」

に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
五
号
と
し
、
同
条
第
三
号
中
「
及
び
次
号
」
を
「
並
び
に
次
号
及
び
第
六
号
」
に
改
め
、
同

号
を
同
条
第
四
号
と
し
、
同
条
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

通
勤
の
た
め
自
動
車
そ
の
他
の
交
通
用
具
を
使
用
す
る
こ
と
を
常
例
と
す
る
者
で
当
該
交
通
用
具
の
駐
車
の
た

め
の
施
設
（
当
該
施
設
が
そ
の
者
の
勤
務
す
る
場
所
又
は
通
勤
の
経
路
に
お
け
る
駅
、
停
留
所
そ
の
他
の
施
設
の

周
辺
に
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
財
務
省
令
で
定
め
る
要
件
を
満
た
す
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
六
号
に
お

い
て
「
駐
車
場
等
」
と
い
う
。）を
利
用
し
、
そ
の
料
金
を
負
担
す
る
こ
と
を
常
例
と
す
る
も
の
（
そ
の
通
勤
の
距

離
が
片
道
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
者
及
び
同
号
に
規
定
す
る
者
を
除
く
。）が
受
け
る
通
勤
手
当

前
号
イ

か
ら
ル
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同
号
イ
か
ら
ル
ま
で
に
定
め
る
金
額
と
一
月
当
た
り
の
当

該
駐
車
場
等
の
料
金
に
相
当
す
る
金
額
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
金
額
（
当
該
金
額
が
五
千
円
を
超
え
る
と
き

は
、
五
千
円
。
第
六
号
に
お
い
て
「
駐
車
場
等
料
金
相
当
額
」
と
い
う
。）と
の
合
計
額

第
二
十
条
の
二
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

通
勤
の
た
め
交
通
機
関
又
は
有
料
の
道
路
を
利
用
す
る
ほ
か
、
併
せ
て
自
動
車
そ
の
他
の
交
通
用
具
を
使
用
す

る
こ
と
を
常
例
と
す
る
者
で
駐
車
場
等
を
利
用
し
、
そ
の
料
金
を
負
担
す
る
こ
と
を
常
例
と
す
る
も
の
（
当
該
交

通
用
具
を
使
用
す
る
距
離
が
片
道
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
者
を
除
く
。）が
受
け
る
通
勤
手
当
又
は
通
勤
用

定
期
乗
車
券

そ
の
者
の
通
勤
に
係
る
運
賃
、
時
間
、
距
離
等
の
事
情
に
照
ら
し
最
も
経
済
的
か
つ
合
理
的
と
認

め
ら
れ
る
通
常
の
通
勤
の
経
路
及
び
方
法
に
よ
る
運
賃
等
の
額
又
は
定
期
乗
車
券
の
価
額
、
当
該
交
通
用
具
を
使

用
す
る
距
離
に
つ
き
第
二
号
イ
か
ら
ル
ま
で
に
定
め
る
金
額
及
び
駐
車
場
等
料
金
相
当
額
の
合
計
額
（
一
月
当
た

り
の
金
額
が
十
五
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
一
月
当
た
り
十
五
万
円
）
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